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ふる里に、春を呼ぶ奇祭

勝山左義長まつり
問勝山左義長まつり実行委員会事務局（観光政策課内）問勝山左義長まつり実行委員会事務局（観光政策課内）

☎88－8117☎88－8117

２月23日㈯
　午後１時～ 一番太鼓（芳野区やぐら）
 左義長ばやし 他　催し物

２月24日㈰
　午前10時～ 子どもばやしコンクール
 　　　　　 （沢区やぐら）
 左義長ばやし 他　催し物
　午後８時～ どんど焼き（弁天緑地）

※両日、各区で作り物の展示、絵行燈が飾られます
※会場でのドローン撮影は禁止です
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正月飾りの持ち込みについて
持込受付時間▶23日㈯　午後1時～ 8時
　　　　　　　24日㈰　午前9時～午後4時
ところ▶14か所のご神体

※ 詳しくは特設の
ホームページで
ご確認ください

各駐車場に停車し、徒歩にてお越しください
《主要な無料駐車場》
•勝山市役所　　　 •教育会館
•ジオアリーナ　　 •奥越特別支援学校
•市営体育館跡地　 •勤労者体育館駐車場   など

〇受付時間外は持ち込めません
〇正月に飾った「しめ縄」「書初め」
　「紙のお札」以外は持ち込めません
　※プラスチック、金物などは不可
〇弁天緑地は｢一般車両進入禁止｣です

不法投棄は
やめましょう
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冬の風物詩

勝山勝山年の市年の市

　１月27日に勝山年の市が開かれました。約2万2,000人の
人出があり、本町通りは大いに賑わいました。
　店頭には、木工品などのほかにも各地域の特産品などが所
狭しと並び、雪がちらつく本町通りを、両手にたくさんの荷
物を抱えたお客さんが足を止めながら歩いていきました。

奥越の伝統を伝える むらの達人

まちセリで
お得に商品ゲット！

　年の市では恒例となった、お客さん
が自分で値をつける”まちセリ”では、
風車やシルクのストールがセリに出さ
れました。威勢のいいかけ声とともに
商品が競り落とされ、会場は笑いと活
気にあふれていました。

中森邦夫さん＝鹿谷町北西俣＝の
ござぼうし

横山みつ子さん＝荒土町別所＝(右)の
鮭のこうじずし

松田忠雄さん＝大野市＝の
たけ細工など

かきもち 木工品

えごま油 民　具


